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京都・市民放射能測定所

事務局長　佐藤和利



【会員総会　議題】

１．測定所取り組み報告
　　三条御前測定依頼所（くっすんラボ）
　　丹波橋測定室

２．総括案と方針案の提案

３．２０２４年度会計決算報告
　　２０２５年度予算案の提案
　　会計監査報告

４．討議　採決



１A　三条御前測定依頼所（くっすんラボ）報告①　測定結果



１B　丹波橋測定室　測定結果　２０２４．５～２０２５．４





第７号パンフ　発行しました 
中田昌さん
（さかな二匹の測定所）
寄稿
『夢であればよかった！
１４年間の測定が照らし出す　原
発爆発事故に奪われた日常』

報告
『京都・市民放射能測定所　
２０２４年度のとりくみ（会報）』

頒価５００円（カラー版もオンライ
ン販売中） 
https://www.yondemill.jp/content
s/67199



①　京都・市民放射能測定所は、２０１２年５月１９日、関
西初となる測定所としてスタートしました。この１３年の
間、活動を続けることができたのは、会員のみなさま、市
民のみなさまに支えていただいたからです。本当にありが
とうございました。

②　当測定所の測定結果をみても、今なお放射能汚染とその
危険が続いているのは明らかです。

　　会員のみなさま、研究者のみなさまと連携し、内部被ば
くの危険性や小児甲状腺ガンをはじめとする健康被害の問
題、原発の本質的な危険等についてつどいや講演会などで
取り上げてきました。

　　その成果を７冊のパンフレットにまとめました。

２Ａ　総括のまとめ 



③公開測定日を原則月２回設けて測定を続けてきました。

　　目的であった測定所の利用という点では、測定件数が増
えてはいませんが、測定する検体の提供など協力していた
だき、重要な測定を行うことができました。

　

④財政面では、会員のみなさまからの会費とカンパ、そして
『こんどプロジェクト』様をはじめとする支援金で、何と
か運営を続けてきました。しかし昨年度は会費収入の減少
とパンフ販売が伸びず、最大のピンチを迎えました。

⑤課題は、やはり当測定所の会員の減少傾向と測定依頼の減
少傾向、そして新しいスタッフ（特に若い世代）に測定技
術を継承できていないことがあげられます。

　　また、発信力の強化を毎年方針としてあげていますが、
いまだに弱い（ブログに測定結果を載せていますが、映像
やSNS発信が弱い）ことです。



　放射性セシウム１３７の半減期は３０年。
　それを超えて当測定所を継続し、測定活動を続
けていくために、今後を展望する方針案です。

①情報発信を強化すること。
　測定結果、放射能汚染の状況や原発の動向など
の情報発信をＳＮＳや動画投稿などを活用し行う。

②公開測定日を継続し積極的な測定活動を続ける
　検体の提供を広くよびかける、測定テーマを決
めた自主測定を行う。

２B　方針提案 



④みんなのデータサイト、全国の測定所なかま、学
者・ジャーナリストの方との連携を強化する。
　測定所への関心を持ってもらうため、継続的な学
習会などのイベントを企画し開催する。
　会場だけでなく、オンライン技術を生かし、新し
い参加者を獲得していく。
　得られた情報を積極的に発信していく。

⑤測定所パンフレットの販売を積極的に行い、財政
を強化する。オンライン販売も積極的に行う。

⑥ホットスポットファインダー（ＧＰＳ故障中）に
ついて、修理後データ取得を強化する。その結果を
積極的に広報する。



【２０２５年度　京都測定所　役員】

新代表：楠本
（兼任　三条御前測定依頼所所長）

副代表：福島
事務局長：佐藤
会計：中澤
総務：中田
会計監査：神田
運営スタッフ：奥森、神保、他



３Ａ　２０２４年度決算案 ①収入の部

2025/5/13　会計監査済（神田）



３Ａ　２０２４年度決算案②支出の部 

2025/5/13　会計監査済（神田）



３B　２０２５年度予算案 



４　会計監査報告 


